
サブテキスト【救助章（１級）】 

 

 

◎避難
ひ な ん

階段
かいだん

について 

  避難階段は、建物の 外に出られる  階に直接つながっている階段で、火災が起きた時に、

中に 煙や炎が入らないようになっています。避難階段は、建物の中にいる人を安全に地上ま

で避難させるために重要です。階段には、避難の邪魔になったり、火災が広がる原因になるも

のを置いてはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎溺れている人の救助方法 

  ⑴ 溺れている人を落ち着かせ、近くに浅瀬やつかまる物があったら教える。 

     

   ⑵  大声で周囲の人に知らせ、１１９番通報する。 

 

   ⑶  ロープなどに浮き輪（なかったら木切れなど）を結んで投げる。 

 

   ⑷ 溺れている人を落ち着かせ、むやみに手足をバタバタさせない。 

 

   ⑸ 自分で救助できない場合は無理をせず、消防隊員が到着するまで待つ。 
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